
平成１７年２月２２日 

                

経営幹部各位 

          

社団法人 京都工業会 

技 術・教育委員会 

 

       ＜開発工学ツール実践研究会（新年度発足）キックオフセミナー＞ 

開発・設計・生産ソリューションフォーラム ご案内 
 

 近年、日本の製造業が世界のトップに肩を並べ、さらには中国経済の急成長等により、

製造業を取り巻く経営環境が一変しました。 

 この事は本会・会員企業にとりましても、従来の経営活動の根幹を支えてまいりました

「TQC」や「R&D」又は、「生産性向上活動」等に加えまして、「選択と集中」「スピード

経営」などの言葉に代表されますように、「開発生産のトータルリードタイム対応」が、 

２１世紀の「新たな経営上のキーワード」である事を認識しなければならないと考えます。 

 そこで、本会では、新年度よりこの課題への対応事業と致しまして、製品及び事業開発

ツールとして注目を集めております「品質工学」や「QFD」等に着目し、次代の開発、設計

を荷う中堅実務家の人材育成の場といたしまして、「開発工学ツール実践研究会」を発足

させます。 

 つきましては、当研究会発足のキックオフセミナーといたしまして、「開発・設計・生

産ソリューションフォーラム」を下記により開催致しますので、この主旨をご理解いただ

き、ぜひとも、関係各位のご参加をお願い申しあげます。 

 

記 

 

   と き ３月１７日（木） １３：００～１７：００ 

   と こ ろ 京都工業会館 

   対 象 開発設計、品質保証、生産部門の幹部及び中堅スタッフ 

   内 容 添付プログラム 

 

   参 加 費 京都工業会 会員企業 ６,０００円（税込）／人（資料代等を含む） 

               会員外 ９,０００円（税込）／人（資料代等を含む） 

 

   申込方法 添付申込書に必要事項を明記のうえ、来る３月１０日（木）までに 

        FAX 願います。 

         社団法人 京都工業会 業務課主任 宮 田 哲 也 

          （TEL）075-313-0751 （FAX）075-313-0755 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――✄ 

〆 ３月１０日 

開発・設計・生産ソリューションフォーラム 参加申込書 

 

会社名          所在地（〒     ）                    

 

申込担当者（所属）          TEL          FAX         

NO 氏 名 所 属 ・ 役 職 名 E メールアドレス 

１    

２    

３    

京都工業会 FAX ０７５－３１３－０７５５ 



＜プログラム＞ 

 

時 間 テ ー マ 、 ゲ ス ト 、 内 容 

１３：００ あいさつ          技術・教育委員会 委員長 村岡 隆

         （日新電機㈱キャリア開発支援室技師長）

  

１３：１０ 

 

  

   ʃ 

 

 

 

１４：１０ 

基調講演 

 「顧客満足と経営満足を両立するモノづくりと開発革新」 

     ～開発・設計・生産を一体化する仕事デザインのススメ～

リサーチデザイン研究所 所長 平野正夫氏

    ＜ご紹介＞ 

      オムロン㈱にて鉛フリーはんだ実装プロセスの実用化や多品 

種少量生産用実装外観検査機の実用化等数々のＲ＆Ｄに貢献。

現在、京都府中小企業特別技術指導員、企業指導など多方面

で活躍中 

 

  

 

１４：１５ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ʃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１６：１５ 

 

 

 

成果事例紹介①（40 分×3社） 

 「３Ｄ－ＣＡＤ／ＣＩＭによる市場ニーズへの対応」 

          ㈱誠工社 製品開発課長 植木卓巳氏

                 生産技術課長 中井 孝氏

    ＜事例概要＞ 

      3D－CAD（PRO／Ｅｎｇｉｎｅｅｒ）を駆使し、自社開発によるシステム

化された CAM＆内作ライン（板金加工・機械加工・メカ組立）

での生産により、開発・試作・量産までのリードタイムを大

幅に短縮。併せてターゲットコストを実現し、市場ニーズへ

の対応を図っている。（資本金 6000 万円 従業員数 130 名）

――――――――――――――――――――――――――――――――

成果事例紹介② 

 「データー検証に基づくカスタムオーダー生産」 

   ㈱サンコンタクトレンズ 社長 大橋敏夫氏

    ＜事例概要＞ 

1977年 京都府立医大の協力のもと、「フォトケラスコープ」

     を開発し、それを基板に現在では、自社開発の CAD／ＣＡＭ 

／CAE システムで、コンタクトレンズのカスタムオーダー化 

を達成している。（資本金 3200 万円 従業員数 175 名） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

成果事例紹介③ 

 「グローバル競争を勝ち抜く戦略 

～技術力＆マネジメント力革新で最強のコア･コンピタンス創り～」 

     アイシン精機㈱参与（TQM・PM 推進室長）伊藤要蔵氏

 

＜事例概要＞ 

     トヨタグループの一翼でもある同社では、トヨタとの連携に

よる TQM を根幹に、コアコンピダンスを生かした新製品開 

発や技術力とマネジメント力の革新による経営体質の強化を

図っている。（資本金 450 億円 従業員数 47600 名） 

１６：２０ 

   ʃ 

１７：００ 

質疑懇談及びまとめ（平野氏） 

 

 

 


